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占
領
期
日
本
綿
業
の
復
興

は
じ
め
に

　
本
稿
の
課
題
は
、
占
領
期
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
対
日
政
策
と

日
本
綿
業
の
復
興
と
の
関
連
に
注
目
し
、
綿
業
復
興
の
要
因
と
意

義
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
課
題
を
設
定
す
る
意
味
を
研

究
史
に
触
れ
な
が
ら
考
え
て
お
き
た
い
。

　
経
済
復
興
に
関
す
る
研
究
史
を
整
理
す
れ
ぱ
、
守
屋
典
郎
氏
の

研
究
が
あ
げ
ら
れ
る
。
氏
は
戦
後
日
本
資
本
主
義
の
独
占
体
制
の

再
建
に
あ
た
っ
て
、
貿
易
復
興
の
重
要
性
を
強
調
し
、
従
っ
て
輸

出
産
業
と
し
て
の
繊
維
業
就
中
綿
業
復
興
の
重
要
な
意
味
を
強
く

指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
綿
業
復
興
過
程
に
つ
い
て
、
氏
は
資

本
家
の
復
興
方
法
と
そ
の
基
盤
に
関
心
を
集
め
る
半
面
、
綿
業
復

興
と
ア
メ
リ
カ
対
日
政
策
の
推
移
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
言
及
は

李

石

　
　
　
　
（
1
）

ほ
と
ん
ど
な
い
。
占
領
期
と
い
う
特
殊
な
時
期
に
お
け
る
こ
う
し

た
復
興
の
重
要
な
外
因
的
条
件
を
見
落
す
の
は
、
戦
後
目
本
の
対

米
従
属
と
い
う
特
徴
に
対
す
る
認
識
に
欠
け
て
い
る
と
も
言
え
る
。

　
綿
業
復
興
の
持
つ
意
味
は
次
の
事
実
か
ら
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ

う
。
ま
ず
、
一
九
四
五
年
か
ら
五
二
年
ま
で
の
製
造
業
の
生
産
額

と
従
業
者
数
を
見
る
と
、
繊
維
業
の
比
重
は
両
方
と
も
四
九
年
に

二
位
、
五
〇
年
、
五
一
年
、
五
二
年
三
年
連
続
一
位
と
な
っ
て
い

＾
2
）
た
。
繊
維
業
で
は
綿
業
の
比
重
が
最
も
大
き
い
の
は
注
目
す
べ
き

で
あ
る
。
そ
し
て
、
対
外
貿
易
に
目
を
移
す
と
、
綿
業
復
興
の
重

要
性
が
一
層
明
白
に
な
る
。
四
七
年
か
ら
五
一
年
ま
で
の
間
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

綿
製
品
の
輸
出
額
は
常
に
全
輸
出
額
の
首
位
を
占
め
て
い
た
。
こ

れ
に
応
じ
て
、
綿
花
の
輸
入
額
も
、
四
九
年
か
ら
五
一
年
ま
で
の

間
に
全
輸
入
額
の
ニ
ハ
％
、
二
九
％
、
二
四
％
占
め
、
同
時
期
の
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（113） 占領期日本綿業の復興

表1 各櫛原綿輸入の推移（単位1千俵）

年 総額 米綿 b■a インド綿 c■aエジプト縄 d／a パキスタ
（a）

e■a
（b〕

その他
（％）

f／a
（C〕 （％〕（d） （％〕 ン馴e （％〕 一（i〕 （％〕

1・・ト・喝 3，570 1，590 43．O 1，530 43．0　130 4．0 0 0 ：320 8．0
　　　　A194ト47昇

1，311 1，141 87．0 170 13．O　．0 O 0 O O 0
48 437 299 69．O 122 28・O　．16 3．0 O ’0 0 O
49 877 646 73．7 68 7．7　　38 4．4 9．4 工0，7 30 3．5

50 1，630 1，243 76．3 62 3．8　　13 0．8 213 13，1 98 6．0

51 1，838 846 46．0 57 3．1　45 2．5 340 18．5 550 29．9
52 21197 956 43．6 219 1O．0　41 1．9 407 18．6 568 25．9

山詑・，、　■＾o＾　＾一一。。一一一　　一一　　　一一出所．1〕

備考：

2
）

193ト37年：“Th舳飾。f1皿…棚d1日・…舳tt・・…til・。m…ti。皿㎝U．SE、。。討、
　　　　　　of　Raw　Cotton　and　Cotton　Texti1e’’

　　　　一b州i舳fJ・tdIi・・…R・搬・・h．D舳HfR搬…hf。・F。。E耐，U．S．眺．
　　　　　　partment　of　State．
194ト52年：　日本綿花倶楽部棚．鴫花統計月報』1－54号
・…皐以前インド綿の辮は、パキスタン綿の数字を鋤ている．

表2 米綿輸出先の上位四ケ国国別推移（単位： 千俵）

年
米綿総輸ドイツ b／a イキリス C／日フランス d■a
出量（a

日本
（b）

e■a
（％）一 （C）

その他 f■a
（％） （d〕 （％） （e） （％〕 （f） （％）

1933－37毒 6，585 911 14 1，361 2i 72工 11 1，533 23 2，059 31
46 3，995 206 5 517 13 418 10 648 16 2，206 56

47 2，218 263 12 410 18 243 11 466 21 836 38
48 5，146 567 工1 843 16 679 14 630 12 2，405 47
49 6，185 884 14 684 11 823 13 894 14 2，900 48
50 4，537 507 n 326 7 439 10 1，022 23 2，245 49
51 6，065 491 8 797 工3 387 6 1，114 18 3，276 55
52 3，181 241 8 359 11 507 16 691 22 1，383 43

山百芹・n一＾＾」OL1＿＿h．

1二燃繍綴坪鵬雫1；；㎞1S酬194榊 557；1946年
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一橋論叢　第97巻　第5号　（114）

表3　綿製晶輸出量とポンド地域比重の撞移

綿　　　　　　糸 綿　　　　　布

年 総額（千ポンド〕 ポンド地域 総額（千平方ヤード） ポンド地域

％ ％ ％ ％

1947 23，882 l00 74 322，043 100 31

48 39，181 100 69 471，615 100 27

．49 22，389 100 746，592 100
■。一

50 22，587 100 77 1，103，442 100 37

51 26，314 100 78 1，086，326 100 46

52 28，193 100 88 751，756 100 48

出所：1〕1949牢，50年：『目本紡綴月報」52号P－8－10；70号P．14

　　　2〕　その他　　　：『綿花統計月報」1－64号
備考：1，ポンド地域：イギリス運邦諸国（カナダ，ニューファンランドを除く〕・イキリスの信託統冶領・保

　　　　　護領のほか，アイスランド，イラクなどが含まれる．
　　　2）　イキljス運邦：カナダ，オーストラリア，ニュージiランド，インド．パキスタン。セイロン，ガ

　　　　　ーナ．マライシア，ナイジェリア，キプロス，シエラ・レホiネ，ジャマイカ，トリニダード・ト

　　　　　パゴ、ウガンダ．ケニヤ．タンガニーガザジパル等で構成される．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

金
属
鉱
産
合
計
の
一
四
％
、
五
％
、
七
％
と
比
べ
る
と
、

綿
花
は
輸
入
品
の
大
宗
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
一
方
、
資
本
主
義
世
界
経
済
に
お
け
る
日
本
綿
業
の

地
位
も
無
視
で
き
な
い
。
ま
ず
、
原
綿
輸
入
の
側
面
か

ら
見
る
と
、
表
1
と
表
2
に
あ
る
通
り
、
占
領
期
日
本

綿
業
が
ほ
ぽ
全
面
的
に
米
綿
の
輸
入
に
依
存
し
て
い
た

反
面
、
米
綿
の
日
本
市
場
に
対
す
る
依
存
度
も
高
か
っ

た
。
従
っ
て
、
日
本
綿
業
の
復
興
は
ア
メ
リ
カ
経
済
と

り
わ
け
南
部
綿
花
資
本
と
密
切
に
関
連
し
て
い
た
と
言

え
よ
う
。
次
い
で
、
表
3
を
見
る
と
、
こ
の
時
期
の
日

本
綿
製
品
輸
出
先
は
主
に
ポ
ン
ド
地
域
ま
た
は
ア
ジ
ア

地
域
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
か
ら
、
筆
者
が
冒
頭
の
課
題
を
設
定
す
る
根
拠

が
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
対

日
占
領
政
策
の
推
移
を
基
軸
に
、
4
つ
の
時
期
に
分
け
、

日
本
綿
業
の
復
興
過
程
を
跡
づ
け
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

改
革
期
は
綿
業
再
建
が
始
ま
っ
た
時
期
で
、
一
九
四
五

年
九
月
二
二
日
の
「
降
伏
後
に
お
け
る
米
国
の
初
期
の

対
日
方
針
」
の
発
表
、
お
よ
び
四
七
年
十
二
月
に
「
対

日
綿
花
供
給
協
定
」
が
中
止
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
時

㎜



（115）　占領期日本綿業の復興

期
の
始
点
と
終
点
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。
転
換
期
は

四
八
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
一
年
間
で
あ
り
、
一
月
六
日
の

ロ
イ
ヤ
ル
声
明
と
十
二
月
十
日
の
「
経
済
安
定
九
原
則
」
の
発
表

が
そ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
る
。
安
定
期
の
始
点
は
前
述
の
「
経

済
安
定
九
原
則
」
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
四
九
年
末
ま
で
の
一
年
間

は
こ
う
し
た
時
期
と
し
て
見
な
す
。
最
後
の
講
和
期
は
五
〇
年
一

月
一
日
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
年
頭
の
辞
の
発
表
か
ら
五
二
年
四
月
サ

ン
7
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
の
発
効
ま
で
の
時
期
を
さ
す
。
同
じ

五
二
年
四
月
は
戦
後
初
め
て
綿
業
に
お
け
る
過
剰
操
短
が
行
わ
れ

た
。
こ
れ
は
綿
業
復
興
が
一
応
達
成
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

改
革
期
（
四
五
年
九
月
～
四
七
年
十
二
月
）

　
H
　
「
救
済
」
と
C
C
C
綿

　
ア
メ
リ
カ
政
府
の
「
降
伏
後
に
お
け
る
米
国
の
初
期
の
対
日
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
〕

針
」
（
四
五
年
九
月
二
二
日
）
お
よ
ぴ
国
務
・
陸
海
軍
三
省
調
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

委
員
会
文
書
で
あ
る
「
対
日
救
済
政
策
」
（
十
月
一
日
）
に
現
わ

れ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
対
日
経
済
援
助
は
「
復
興
」
よ
り
も

「
救
済
」
と
い
う
消
極
的
な
意
味
し
か
も
た
な
か
っ
た
。
「
救
済
」

の
意
味
に
つ
い
て
、
「
対
日
救
済
政
策
」
は
次
の
よ
う
に
書
い
て

あ
る
。
「
合
衆
国
救
済
政
策
の
目
的
は
、
一
、
明
ら
か
に
軍
事
占

領
を
妨
げ
、
ま
た
は
占
領
軍
の
安
全
を
脅
し
、
及
ぴ
二
、
永
続
的

に
占
領
の
終
局
的
な
目
標
の
実
現
を
妨
害
す
る
饅
餓
、
疾
病
の
蔓

延
と
内
乱
の
発
生
を
予
防
す
る
こ
と
に
あ
る
。
L

　
以
上
と
相
ま
っ
て
、
G
H
9
は
商
工
省
が
九
月
十
九
日
に
提
出

し
た
軍
需
物
資
の
民
需
へ
の
放
出
許
可
に
つ
い
て
の
申
講
に
対
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
）

「
製
造
業
に
関
す
る
覚
書
」
（
九
月
二
五
日
）
を
作
成
し
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
繊
維
原
料
の
使
用
は
全
面
的
に
許
可
さ
れ
た
。
従
っ

て
、
綿
紡
綬
業
は
そ
の
再
建
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　
操
業
を
継
統
す
る
た
め
に
必
要
な
原
綿
を
輸
入
す
る
こ
と
が
綿

業
に
と
っ
て
第
一
の
間
題
と
な
っ
た
。
終
戦
当
時
の
原
綿
欠
乏
危

機
の
中
で
、
日
本
国
内
の
綿
糸
生
産
は
ほ
と
ん
ど
休
止
状
態
に
あ

＾
8
）
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
方
、
ア
メ
リ
カ
商
品
金
融
会
社
（
C

＾
9
〕

C
C
）
は
戦
前
か
ら
の
多
量
の
原
綿
在
庫
（
C
C
C
棉
）
の
処
分

に
悩
ん
で
い
た
。
つ
ま
り
、
一
九
…
二
年
に
設
立
さ
れ
た
C
C
C

は
、
ニ
ュ
ー
デ
イ
ー
ル
政
策
の
一
環
と
し
て
、
綿
花
を
含
め
た
農

産
物
の
購
買
、
販
売
な
ら
び
に
そ
れ
に
伴
う
貸
付
業
務
な
ど
を
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
皿
）

施
し
、
政
府
が
一
切
の
損
失
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う

し
た
価
樒
維
持
策
の
結
果
、
四
五
年
に
は
、
C
C
C
過
剰
原
綿
の

た
め
に
五
億
ド
ル
以
上
の
資
金
が
釘
付
け
さ
れ
た
。
し
か
も
問
題

は
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
原
綿
在
庫
が
さ
ら
に
増
え
る
可
能
性
も
存
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一橋論叢　第97巻　第5号　（116）

在
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
政
府
の
高
い
価
権
保
障

お
よ
ぴ
終
戦
に
伴
う
労
働
力
供
給
の
改
善
に
よ
っ
て
綿
花
栽
培
面

横
が
急
激
に
拡
大
す
る
こ
と
が
農
務
省
の
官
僚
た
ち
に
予
測
さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
へ
の
対
策
と
し
て
栽
培
面
稽
制
隈
の
強
化

を
行
な
う
こ
と
は
、
甫
部
綿
花
資
本
の
反
対
を
招
く
懸
念
が
あ
っ

＾
u
〕
た
。
従
っ
て
ア
メ
リ
カ
政
府
が
C
C
C
綿
と
い
う
過
剰
綿
花
の
早

急
な
処
分
を
望
ん
で
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
ヒ
う
し
た
事
情
を
背
景
に
日
本
に
お
い
て
は
原
綿
輸
入
の
交
渉

が
始
ま
り
、
そ
の
基
本
的
な
取
極
め
は
「
対
日
綿
花
供
給
協
定
」

と
し
て
四
六
年
二
月
七
日
ワ
シ
ン
ト
ン
で
、
米
国
国
務
省
、
陸
軍

省
、
農
務
省
、
C
C
C
お
よ
ぴ
米
国
商
事
会
社
（
U
S
C
C
）
の

　
　
　
　
　
＾
旭
）

間
で
締
結
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
協
定
か
ら
日
本
側
は
厳
し
い
制

限
を
受
け
た
。
つ
ま
り
、
C
C
C
は
U
S
C
C
を
通
じ
て
日
本
に

そ
の
手
持
綿
を
供
給
す
る
が
、
こ
う
し
た
綿
花
代
金
お
よ
ぴ
原
棉

の
稜
込
、
輸
送
、
陸
揚
並
び
に
こ
れ
ら
に
関
す
る
保
険
等
の
業
務

に
対
す
る
一
切
の
費
用
を
支
払
う
た
め
に
、
日
本
側
が
そ
の
三
力

月
毎
の
全
生
産
量
の
六
〇
％
を
下
ら
な
い
数
量
を
U
S
C
C
に
引

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
H
〕

渡
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
当
時
は
世
界
的
に
ド
ル
不
足
状
態
に

あ
り
、
綿
製
品
の
ド
ル
建
て
輸
出
の
重
大
な
障
害
と
な
っ
て
い
た
。

C
C
C
の
棉
花
代
金
が
三
力
月
毎
に
精
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
た
た
め
、
も
し
代
金
の
回
収
が
滞
る
な
ら
ぱ
、
C
C
C
棉
の
継

続
的
供
給
も
困
難
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
後
述
の
よ
う

に
、
同
協
定
は
四
七
年
十
二
月
に
打
ち
き
ら
れ
た
結
果
と
な
り
、

改
箪
期
の
終
了
を
意
味
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
協
定

及
ぴ
別
に
定
め
ら
れ
た
「
原
棉
統
制
規
則
」
に
よ
り
、
貿
易
庁
は

輸
入
か
ら
輸
出
ま
で
原
棉
を
国
有
棉
と
し
て
保
有
し
、
綿
業
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
気
〕

は
G
H
9
の
監
督
の
下
で
の
委
託
加
工
方
式
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
因
み
に
、
四
七
年
三
月
に
G
H
9
は
日
本
綿
紡
績
業
の
復
元
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
筆

間
目
標
を
四
百
万
錘
と
定
め
た
。
こ
れ
は
日
本
側
が
当
初
作
成
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
6
）

た
四
三
七
万
錘
と
い
う
復
元
計
画
よ
り
低
い
が
、
ポ
ー
レ
ー
の
提

　
　
　
　
　
　
　
＾
〃
）

言
し
た
三
百
万
錘
制
限
よ
り
遥
か
に
寛
大
な
決
定
と
も
言
え
る
。

　
⇔
　
生
産
と
輸
出
の
実
態

　
改
革
期
紡
綾
十
社
の
生
産
実
繍
は
図
1
に
あ
る
通
り
で
あ
る
。

四
六
年
六
月
ま
で
の
設
備
運
転
率
は
紡
機
と
織
機
と
共
に
極
め
て

低
い
水
準
に
あ
り
、
そ
れ
以
降
上
昇
に
転
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
れ
は
C
C
C
棉
の
輸
入
が
六
月
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
四
七
年
下
期
に
入
る
と
、
生
産
は

再
び
低
落
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
生
産
不
振
は
、
原
棉
以
外
の
諸

条
件
の
不
充
分
さ
に
起
因
し
て
い
た
。
例
え
ば
労
働
カ
に
つ
い
て
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は
、
「
そ
の
給
源
を
農
村
に
仰
い
で
い
る
関
係
上
当
時
の
食
糧
危

機
が
紡
績
生
産
再
開
に
与
え
た
打
撃
が
」
大
き
か
っ
た
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旭
〕

石
炭
、
コ
ー
ク
ス
の
欠
如
と
電
カ
制
限
の
間
題
も
深
刻
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
生
産
不
振
と
相
ま
っ
て
、
輸
出
も
不
振
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
”
）

そ
れ
は
「
ほ
こ
り
を
か
き
集
め
て
来
た
よ
う
な
」
悪
質
の
C
C
C

棉
で
生
産
さ
れ
た
製
品
が
海
外
の
需
要
に
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
、

U
S
C
C
に
よ
る
「
適
切
を
欠
い
た
」
価
楮
販
売
と
需
要
国
の
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
o
〕

ル
不
足
な
ど
に
原
因
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
四
七
年
一
月
か
ら

次
の
問
題
が
生
じ
た
。
つ
ま
り
、
輸
入
米
棉
八
○
万
俵
の
代
金
一

億
二
千
三
百
万
ド
ル
の
未
決
済
に
よ
り
、
新
規
輸
入
が
制
約
さ
れ

た
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
製
品
高
級
化
の
た
め
の
新
規
高
級
棉
の
輸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
”
）

入
も
阻
害
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
綿
業
の
再
建
が
始
ま
っ
た
改
革
期
で
は
、
C
C
C
棉
の
輸
入
は

前
述
し
た
対
日
経
済
援
助
の
「
救
済
」
的
性
格
を
具
現
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
「
救
済
」
と
い
う
消
極
的
な
方
針
の
下
で
は
、

綿
業
再
建
に
向
け
て
の
隈
界
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

い

二

転
換
期
（
四
八
年
一
月
～
十
二
月
）

安
定
期
（
四
九
年
一
月
～
十
二
月
）

占
領
政
策
の
転
換
と
原
棉
供
給

へ　か
　　　ら

　
改
革
期
の
「
対
日
棉
花
供
給
協
定
」
は
、
生
産
と
輸
出
の
不
振

か
ら
生
じ
た
棉
花
代
金
の
支
払
遅
延
と
い
う
問
題
に
直
面
し
、
四

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
”
）

七
年
末
に
打
ち
き
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
以
前
に
、
ア
メ
リ
カ

で
は
こ
の
協
定
に
替
わ
る
対
日
棉
花
借
款
と
回
転
基
金
の
設
立
法

案
が
検
討
さ
れ
て
い
た
点
に
注
意
し
た
い
。

　
前
者
は
六
千
万
ド
ル
の
棉
花
借
款
で
あ
り
、
陸
軍
省
内
の
ウ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
3
）

リ
ァ
ム
・
H
・
ド
レ
イ
バ
ー
の
イ
ニ
ー
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
ド
レ
イ
バ
ー
は
四
七
年
九
月
バ
ン
ク
・
ア
メ
リ
カ
社

な
ど
五
つ
の
銀
行
に
、
日
本
へ
の
原
棉
販
売
向
け
に
六
千
万
ド
ル

の
短
期
融
資
の
協
定
を
早
急
に
締
結
す
る
よ
う
促
し
た
。
そ
こ
で

の
融
資
担
保
は
い
わ
ゆ
る
「
黄
金
の
壷
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

戦
時
中
に
日
本
人
が
略
奪
し
た
一
億
三
千
七
百
万
ド
ル
に
相
当
す

る
貴
金
属
か
ら
な
る
貯
蔵
物
で
、
被
略
奪
国
に
対
し
賠
償
と
し
て

返
却
さ
れ
る
ま
で
、
極
東
委
員
会
の
決
定
に
よ
り
、
G
H
Q
が
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
〕

管
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
当
初
、
銀
行
家
た
ち
は
、
世
界
市
場
で
の
日
本
繊
維
品
の
販
売

の
不
確
実
性
に
懸
念
を
持
っ
て
お
り
、
ま
た
被
略
奪
国
へ
の
賠
償

物
件
と
し
て
の
「
黄
金
の
壷
」
を
担
保
と
し
て
流
用
す
る
こ
と
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
泰
）

の
不
信
感
を
も
っ
て
い
た
。
同
借
款
は
長
い
交
渉
期
間
を
経
た
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
売
）

四
八
年
六
月
八
日
に
成
立
し
た
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
ア
メ
リ
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カ
国
内
奥
論
圧
カ
が
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
奥
論
で
は
借

款
の
必
要
が
、
一
、
「
米
国
の
日
本
経
済
維
持
の
た
め
の
負
担
額

を
軽
減
す
る
」
こ
と
、
ま
た
二
、
「
極
東
平
和
に
対
す
る
経
済
的

　
　
　
　
　
　
　
＾
η
〕

礎
石
の
一
つ
を
な
す
」
こ
と
と
い
う
二
点
か
ら
解
か
れ
て
い
た
。

、
注
意
す
べ
き
こ
と
に
、
同
借
款
の
成
立
は
、
対
日
占
領
政
策
の
転

換
と
大
き
く
関
連
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
政
策
転
換
に
つ
い
て
や

や
詳
し
く
見
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
＾
響

　
「
逆
コ
ー
ス
」
と
も
称
さ
れ
て
い
る
対
日
占
領
政
策
転
換
に
関

す
る
先
行
研
究
を
見
る
と
、
転
換
を
規
定
す
る
「
冷
戦
論
理
」
説

と
「
納
税
者
論
理
」
説
と
の
二
つ
が
あ
る
。
前
者
は
転
換
を
規
定

す
る
要
因
を
米
ソ
冷
戦
に
求
め
る
が
、
後
者
は
そ
れ
を
ア
メ
リ
カ

納
税
者
負
担
を
軽
減
し
よ
う
と
す
る
動
き
を
追
究
す
る
。
五
十
嵐

武
士
氏
は
前
者
に
立
っ
て
政
策
転
換
に
お
け
る
国
務
省
の
ケ
ナ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
9
〕

の
役
割
を
強
調
し
た
の
に
対
し
、
シ
ヨ
ン
バ
ー
ガ
ー
氏
は
後
者
に

立
脚
し
ド
。
レ
イ
パ
ー
が
ケ
ナ
ン
な
ど
の
政
策
立
案
者
以
上
に
「
逆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ヨ
o
）

コ
ー
ス
」
の
原
則
を
明
確
化
し
実
行
し
た
と
結
論
し
た
。
実
際
、

そ
れ
以
前
秦
郁
彦
氏
は
す
で
に
ケ
ナ
ン
と
ド
レ
イ
パ
ー
が
違
っ
た

論
理
｝
ら
同
一
の
方
向
へ
政
策
転
換
を
押
し
進
め
て
い
た
と
指
摘

　
＾
3
）

し
た
が
、
筆
者
も
こ
れ
に
同
調
し
、
「
両
論
理
合
流
」
説
を
主
張

し
た
い
。
そ
の
根
拠
は
次
の
点
に
あ
る
。
一
、
五
十
嵐
氏
と
シ
ョ

ン
バ
ー
ガ
ー
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
引
用
し
た
史
料
を
見
る
と
、
ほ
ぼ
同

じ
時
期
に
、
ケ
ナ
ン
と
ド
レ
イ
パ
ー
は
各
々
そ
の
主
張
を
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
ド
レ
イ
パ
ー
ら
が
四
七
年
十
月
三
日

に
起
草
し
た
「
日
本
の
経
済
復
興
」
と
い
う
文
書
は
、
「
は
じ
め

て
経
済
復
興
を
他
の
占
領
政
策
に
お
け
る
『
逆
コ
ー
ス
』
に
結
ぴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
醜
）

つ
け
て
明
示
的
に
定
式
化
し
た
も
の
」
で
あ
る
が
、
ケ
ナ
ン
も
同

年
十
一
月
十
五
日
「
世
界
情
勢
の
レ
ジ
メ
」
と
題
す
る
報
告
を
作

成
し
、
は
じ
め
て
日
本
を
明
確
に
ア
メ
リ
カ
の
世
界
政
策
の
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
3
）

位
置
付
け
た
の
で
あ
る
。
二
、
前
述
し
た
借
款
成
立
の
背
景
に
あ

る
輿
論
は
、
こ
の
二
説
を
具
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
、
後
述
の

ロ
イ
ヤ
ル
声
明
の
内
容
も
こ
れ
で
説
明
で
き
る
。

　
政
策
転
換
の
様
々
な
動
き
は
す
で
に
四
八
年
以
前
か
ら
始
ま
っ

て
い
た
が
、
公
式
な
転
換
は
四
八
年
一
月
六
日
の
ロ
イ
ヤ
ル
声
明

か
ら
同
年
十
二
月
十
日
マ
ツ
カ
ー
サ
ー
へ
の
「
経
済
安
定
九
原

則
」
の
伝
達
ま
で
の
ほ
ぽ
一
年
間
を
通
し
て
な
さ
れ
た
と
言
え
る
。

ロ
イ
ヤ
ル
陸
軍
長
官
は
、
そ
の
公
式
的
な
演
説
の
中
で
、
日
本
経

済
の
「
自
立
」
・
「
復
興
」
の
重
要
性
を
強
く
訴
え
、
い
わ
ゆ
る

「
政
治
的
な
考
え
方
」
と
「
経
済
的
な
考
え
方
」
を
持
っ
て
、
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
糾
）

策
転
換
の
必
要
を
述
ぺ
て
い
た
。
こ
の
方
針
の
申
に
先
の
両
説
が

う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
政
策
転
換
を
包
括
的
に
成
文
化
し
た
も
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の
は
十
月
七
日
の
国
家
安
全
保
障
会
議
決
定
（
N
S
C
l
1
3
／

2
）
で
あ
る
。
特
に
そ
の
第
十
五
項
「
経
済
復
興
」
で
は
、
「
経

済
復
興
を
、
次
期
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
対
日
政
策
の
主
要
目
的

と
」
し
、
そ
の
達
成
は
従
来
の
援
助
を
「
減
少
さ
せ
つ
つ
」
、
「
日

本
の
対
外
貿
易
復
活
に
対
す
る
現
存
の
障
害
の
除
去
と
日
本
の
輸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
鎚
〕

出
の
回
復
と
促
進
」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
以
上
の
こ
と
は
、

輸
出
主
導
の
経
済
復
興
で
あ
っ
た
。

　
輸
出
主
導
の
経
済
復
興
政
策
に
お
い
て
、
戦
前
以
来
の
輸
出
産

業
た
る
繊
維
業
特
に
綿
業
が
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た

こ
と
は
理
解
し
う
る
。
四
八
年
六
月
三
日
ア
メ
リ
カ
下
院
歳
出
小

委
員
会
で
な
さ
れ
た
ド
レ
イ
パ
ー
陸
軍
次
官
の
発
言
に
お
い
て
も
、

繊
維
業
特
に
綿
業
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ

る
。
「
五
力
年
後
に
、
日
本
が
自
立
の
域
に
達
し
た
場
合
、
日
本

の
全
輸
出
の
五
分
の
三
は
繊
維
品
が
占
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
す

な
わ
ち
日
本
は
収
支
の
均
衡
を
得
る
た
め
年
々
十
五
億
七
千
五
百

万
ド
ル
の
商
品
を
輸
出
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
そ
の
う
ち
九

億
ド
ル
は
各
種
の
繊
維
品
が
占
め
る
で
あ
ろ
う
。
右
十
五
億
七
千

五
百
万
ド
ル
の
目
標
を
達
成
す
る
に
は
昨
年
の
七
倍
な
い
し
八
倍

の
輸
出
を
要
し
、
予
が
日
本
の
経
済
復
興
費
二
億
二
千
万
ド
ル
の

支
出
を
強
調
し
た
の
も
こ
れ
が
た
め
で
あ
る
。
輸
出
繊
維
品
九
億

ド
ル
の
内
訳
は
次
の
通
り
と
な
ろ
う
。
生
糸
七
千
万
ド
ル
、
絹
織

物
七
千
万
ド
ル
、
綿
糸
布
三
億
九
千
万
ド
ル
、
人
絹
糸
布
一
億
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
6
〕

千
万
ド
ル
、
衣
類
、
織
物
一
億
九
千
万
ド
ル
。
L
と
彼
は
述
べ
た
。

　
「
冷
戦
論
理
」
と
「
納
税
者
論
理
」
の
合
流
に
よ
っ
て
進
め
ら

れ
た
ア
メ
リ
カ
の
占
領
政
策
の
転
換
に
大
き
く
規
定
さ
れ
、
輸
出

産
業
と
し
て
の
綿
業
再
建
が
経
済
復
興
達
成
の
た
め
、
璽
要
な
意

義
を
賦
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
棉
花
借
款
の
成
立
に
は
こ
う
し
た

歴
史
的
背
景
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
過
程
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
、
い
わ
ゆ
る
一
億
五
千
万
ド
ル

回
転
基
金
設
立
法
案
に
つ
い
て
の
交
渉
も
行
わ
れ
て
い
た
。
同
法

案
に
つ
い
て
は
南
部
棉
花
州
議
員
グ
ル
ー
プ
の
イ
ニ
ー
シ
ャ
テ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
η
）

プ
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
四
八
年
三
月
に
、
ミ
シ
シ
ヅ
ビ

州
選
出
上
院
議
員
の
イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
は
、
「
多
量
の
棉
花
が
生

産
さ
れ
る
」
と
の
予
想
の
下
に
、
「
米
国
は
こ
れ
を
さ
ば
く
と
こ

ろ
を
」
四
七
年
以
来
の
原
棉
不
足
に
悩
む
日
本
に
見
出
す
べ
き
だ

　
　
　
　
　
　
＾
3
8
）

と
主
張
し
て
い
た
。
結
局
、
同
法
案
は
上
下
院
を
通
過
し
て
、
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
的
〕

月
三
十
日
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
の
署
名
に
よ
っ
て
成
立
し
た
。
し

か
し
、
回
転
基
金
に
よ
る
日
本
へ
の
棉
花
輸
出
は
四
九
年
四
月
ま

で
始
ま
ら
ず
、
五
〇
年
末
ま
で
に
二
二
万
俵
が
輸
送
さ
れ
た
の
に

と
ど
ま
っ
た
。
政
策
転
換
に
基
づ
く
棉
花
借
款
が
五
〇
年
末
ま
で
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＾
ω
）

に
六
〇
万
三
千
俵
を
日
本
に
輸
出
し
た
点
を
考
え
る
と
、
借
款
の

持
つ
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
る
。

　
⇔
　
「
経
済
安
定
九
原
則
」
と
綿
業

　
一
九
四
九
年
二
月
一
日
に
輸
出
用
原
棉
の
払
下
げ
が
実
施
さ
れ

た
。
こ
れ
は
従
来
の
国
有
棉
委
託
加
工
生
産
方
式
か
ら
一
歩
前
進

し
、
貿
易
庁
繊
維
貿
易
公
団
の
手
で
輸
入
さ
れ
た
国
有
棉
を
所
定

の
払
下
げ
価
格
で
紡
綬
会
杜
に
売
渡
す
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ

＾
仙
）
る
。
こ
う
し
た
決
定
は
紡
繍
資
本
の
利
潤
追
求
意
欲
に
あ
る
程
度

の
刺
激
を
与
え
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
新
し
い
措
置
の
背
景
と
し

て
、
安
定
期
の
対
日
政
策
を
特
徴
づ
け
た
四
八
年
十
二
月
の
「
経

　
　
　
　
＾
仰
〕

済
安
定
九
原
則
」
に
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

　
「
経
済
安
定
九
原
則
」
は
占
領
政
策
の
最
終
的
転
換
を
意
味
す

る
と
同
時
に
、
新
た
な
対
日
政
策
の
中
核
、
し
か
も
ア
メ
リ
カ
の

世
界
戦
略
の
一
環
を
な
す
べ
き
も
の
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
G
H
9
は
、
「
今
回
の
指
令
は
、
米
国

が
、
世
界
全
般
的
経
済
復
興
に
寄
与
す
る
た
め
に
、
日
本
以
外
の

世
界
各
所
で
も
行
っ
て
い
る
努
カ
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
る
」

と
説
明
し
、
「
ま
た
、
日
本
経
済
の
復
興
を
引
き
続
き
確
実
な
ら

し
め
、
か
つ
ま
た
、
米
国
の
援
助
資
金
の
効
果
を
最
大
隈
に
発
揮

出
来
る
た
め
の
、
最
も
緊
急
な
要
講
は
、
経
済
の
安
定
で
あ
る
。
」

　
　
　
　
＾
“
）

と
強
調
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
占
領
政
策
の
重
心
は

前
述
し
た
二
つ
の
論
理
で
「
改
革
」
か
ら
「
復
興
」
へ
転
換
し
た

と
は
言
え
、
「
復
興
」
を
達
成
す
る
た
め
、
「
安
定
」
は
さ
し
あ
た

り
の
急
務
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
経
済
安
定
九
原
則
」
で
は
、
均
衡
予
算
の
実
施
、
税
制
の
改

善
、
融
資
の
制
隈
な
ど
が
最
も
重
要
な
位
置
を
占
め
、
単
一
為
替

レ
ー
ト
の
設
定
に
よ
っ
て
日
本
経
済
を
国
際
経
済
に
結
ぴ
つ
け
る

こ
と
が
そ
の
目
標
と
な
っ
た
こ
と
は
す
で
に
論
者
に
よ
っ
て
指
摘

　
　
　
　
＾
糾
〕

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
九
原
則
」
が
実
施
さ
れ
た
結
果
、
四
九
年

度
の
財
政
予
算
は
「
超
均
衡
予
算
」
と
な
り
、
デ
フ
レ
効
果
を
も

た
ら
し
た
。
一
方
、
四
月
二
五
日
に
一
ド
ル
三
六
〇
円
単
一
為
替

レ
ー
ト
が
設
定
さ
れ
る
ま
で
、
日
本
の
貿
易
取
糺
は
物
資
別
の
い

わ
ゆ
る
複
数
為
替
レ
ー
ト
に
よ
り
実
施
さ
れ
、
概
し
て
言
え
ぱ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
蝸
）

輸
出
は
円
安
、
輸
入
は
円
高
の
レ
ー
ト
と
な
っ
て
い
た
。
結
局
、

こ
の
単
一
為
替
レ
ー
ト
の
設
定
は
輸
出
産
業
全
体
に
と
っ
て
大
き

な
打
撃
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
綿
業
に
と
っ
て
は
む
し
ろ
好

都
合
で
、
綿
糸
布
の
採
算
は
一
層
有
利
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ

の
前
に
実
施
さ
れ
た
原
棉
二
五
〇
円
輸
入
レ
ー
ト
と
綿
糸
・
生
地

綿
布
二
五
〇
円
輸
出
レ
ー
ト
が
、
四
月
初
頭
一
度
三
三
〇
円
レ
ー
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ト
に
改
定
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
採
算
が
と
れ
て

い
た
。
従
っ
て
三
六
〇
円
と
な
れ
ば
、
加
工
賃
か
ら
出
た
純
収
益

　
　
　
　
　
　
　
＾
価
）

が
増
加
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
九
原
則
」
の
実
施
、

特
に
三
六
〇
円
単
一
為
替
レ
ー
ト
の
設
定
は
綿
業
に
と
っ
て
ま
さ

に
恩
恵
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
転
換
期
と
安
定
期
の
生
産
実
績
は
図
1
に
あ
る
よ
う
に
、
四
七

年
十
一
月
の
谷
か
ら
四
八
年
四
月
ま
で
上
昇
を
示
し
て
い
る
が
、

そ
の
後
再
び
下
落
し
、
四
九
年
一
月
ま
で
低
迷
の
状
態
に
あ
る
。

こ
れ
は
棉
花
借
款
と
回
転
基
金
に
よ
る
原
棉
輸
入
の
遅
延
に
原
因

が
あ
っ
た
。
後
者
に
よ
る
原
棉
輸
入
は
前
述
し
た
よ
う
に
四
九
年

四
月
ま
で
始
ま
ら
な
か
っ
た
一
方
、
前
者
に
よ
る
輸
入
も
四
八
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
仰
〕

末
の
ア
メ
リ
カ
海
員
ス
ト
で
順
調
で
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
結
局
、

生
産
の
本
格
的
な
好
転
は
四
九
年
下
期
以
降
の
こ
と
と
な
っ
た
。

四
九
年
下
期
か
ら
原
棉
の
調
達
が
順
調
に
な
っ
た
ほ
か
、
輸
出
用

原
棉
の
払
下
げ
お
よ
ぴ
輸
出
条
件
の
改
善
か
ら
の
好
影
響
が
そ
の

背
景
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
輸
出
条
件
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
四
八
年
以
来
す
で
に
様
々
な

対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
た
。
四
八
年
四
月
三
十
日
G
H
Q
は
、

「
日
本
綿
製
品
に
対
す
る
支
払
は
製
品
価
楕
の
五
〇
％
ま
で
硬
貨

に
替
え
得
る
ポ
ン
ド
貨
を
も
っ
て
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
発

表
」
雌
。
そ
し
て
六
月
一
日
の
日
英
通
貨
協
定
の
成
立
及
ぴ
七
月

二
五
日
の
改
定
に
よ
っ
て
、
日
本
綿
布
の
ポ
ン
ド
地
域
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
珊
）

販
売
が
一
〇
〇
％
ポ
ン
ド
建
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
続
い
て
、
四
九

年
四
月
に
単
一
為
替
レ
ー
ト
の
設
定
と
十
月
二
六
日
の
フ
ロ
ア
．

プ
ラ
イ
ス
制
の
撤
廃
は
、
綿
製
品
の
輸
出
を
大
幅
に
促
進
し
た
の

で
あ
る
（
表
3
参
照
）
。

　
因
み
に
、
転
換
期
以
降
の
綿
業
生
産
に
関
す
る
ほ
か
の
諸
条
件

も
改
革
期
よ
り
着
実
に
改
善
さ
れ
て
い
た
。
ま
ず
、
労
働
力
不
足

の
問
題
は
政
府
の
食
糧
確
保
対
策
を
咋
心
と
し
た
綿
業
労
務
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
0
）

に
よ
っ
て
し
だ
い
に
解
消
さ
れ
て
い
た
。
次
い
で
、
四
六
年
末
か

ら
始
ま
っ
た
「
傾
斜
生
産
方
式
」
が
囚
八
年
に
な
る
と
よ
う
や
く

効
果
を
あ
げ
、
ま
た
政
府
の
閣
議
で
綿
業
が
最
重
点
産
業
と
し
て

認
め
ら
れ
た
た
め
、
綿
業
へ
の
配
炭
と
配
電
が
改
革
期
よ
り
大
幅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
射
〕

に
増
加
し
、
エ
ネ
ル
ギ
問
魑
も
一
応
緩
和
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

⇔
　
復
興
に
対
す
る
英
米
の
反
応

　
日
本
綿
業
が
生
産
と
輸
出
を
漸
次
回
復
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、

イ
ギ
リ
ス
国
内
で
反
響
が
呼
ぴ
起
こ
さ
れ
て
き
た
。
四
八
年
前
半

に
お
い
て
、
一
般
財
界
で
は
、
戦
前
日
本
市
場
に
お
け
る
イ
ギ
リ

ス
の
地
位
へ
回
復
し
よ
う
と
す
る
意
欲
か
ら
、
日
本
の
輸
出
振
興
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＾
馳
）

に
あ
る
程
度
期
待
を
も
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
綿
業
界
で

は
、
「
日
本
綿
業
の
復
興
に
反
し
英
国
綿
業
界
は
殆
ど
進
歩
し
て

い
な
い
」
こ
と
で
危
機
感
を
覚
え
始
め
た
が
、
そ
の
対
策
に
つ
い

て
も
、
「
日
本
綿
業
の
生
産
能
カ
を
大
幅
に
削
減
」
す
る
こ
と
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
鴉
〕

「
英
国
綿
業
の
量
的
、
質
的
向
上
」
を
図
る
こ
と
の
二
つ
の
主
張

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
四
九
年
に
入
る
と
、
日
本
綿
業
の
復
興
に

伴
う
「
警
戒
論
」
が
「
表
面
化
」
し
、
「
日
本
人
の
敏
捷
さ
と
侵

略
性
が
遠
か
ら
ず
現
れ
、
放
任
し
て
お
け
ぱ
競
争
は
ど
こ
ま
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
脚
〕

激
し
く
な
る
」
と
い
う
論
調
が
出
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
論
調
の
背

景
に
は
、
安
い
日
本
綿
製
品
の
進
出
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
製
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
肪
）

が
海
外
市
場
か
ら
次
々
と
押
し
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
れ
が
ゆ
え
に
、
綿
業
界
で
は
、
「
対
日
繊
維
闘
争
対
策
委
員
会
」

が
設
立
さ
れ
、
日
本
に
経
済
使
節
団
、
英
米
綿
業
使
節
団
な
ど
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
竺

派
遺
す
る
よ
う
な
提
案
も
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
他
方
で
は
、
「
日
本
が
西
ア
フ
リ
カ
の
よ
う
な
植
民
地

市
場
で
強
カ
な
地
盤
を
獲
得
し
な
い
う
ち
に
、
む
し
ろ
英
国
の
手

で
日
本
の
完
成
繊
維
品
を
買
付
け
て
、
植
民
地
の
需
要
を
充
足
し

て
や
る
こ
と
が
、
英
国
に
と
っ
て
結
局
有
利
で
あ
る
」
と
い
う
主

張
が
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
輸
出
業
者
は
、
「
英
植
民
地
市
場
の
衣

料
不
足
を
緩
和
す
る
た
め
、
そ
れ
を
買
付
け
ざ
る
を
得
な
い
立
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茅
）

に
置
か
れ
て
い
L
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
指
摘
す
ぺ
き
は
、
英
国

政
府
は
、
「
占
領
下
日
本
に
お
け
る
綿
業
問
題
の
複
雑
性
」
を
認

め
、
当
時
「
日
本
占
領
費
を
米
国
民
が
負
掴
し
て
い
る
こ
と
」
で
、

「
日
本
は
米
国
物
資
を
輸
入
す
る
の
に
必
要
な
ド
ル
資
金
を
稼
ぐ

た
め
に
は
、
輸
出
を
最
大
限
に
高
め
ね
ぱ
な
ら
な
い
実
情
が
あ

＾
朋
〕る
」
と
認
識
し
て
い
た
。
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
ア
メ
リ
カ
の

対
日
政
策
に
ま
さ
に
協
調
的
な
姿
勢
を
と
っ
て
い
た
証
拠
で
あ
る
。

　
一
方
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
は
、
四
八
年
の
始
め
頃
、
日
本
綿
製

品
の
輸
入
に
つ
い
て
、
綿
業
関
係
者
の
藷
団
体
は
断
固
と
し
て
反

　
　
　
　
　
　
　
＾
朋
）

対
の
意
見
を
表
明
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
「
集
中
排
除
法
」
に
対
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
0
〕

る
激
烈
な
批
判
で
有
名
に
な
っ
た
ジ
エ
ム
ス
・
L
・
カ
ウ
フ
マ
ン

な
ど
の
支
持
を
背
景
に
、
G
H
9
の
斡
旋
で
こ
う
し
た
輸
入
は
許

　
　
　
＾
6
1
）

可
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
綿
業
界
の
反
対
は
そ
の
後
も
な
お
強
く

続
い
て
い
た
の
で
、
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
日
本
綿
製
品
の
大
規
模
な
輸

入
を
行
な
う
遭
が
閉
ざ
さ
れ
、
東
南
ア
ヅ
ア
を
そ
の
韮
要
な
輸
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
磐

市
場
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
四
九
年
一
月
、
渡
米
中
の
イ
ギ
リ
ス
綿
業
界
代
表
が
ア
メ
リ
カ

側
に
日
本
の
紡
錘
数
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
提
案
を
伝
達
し
た
が
、

ア
メ
リ
カ
側
は
イ
ギ
リ
ス
綿
業
界
の
立
場
に
同
情
し
な
が
ら
も
提

　
　
　
　
　
　
＾
望

案
に
反
対
し
て
い
た
。
そ
れ
ぱ
か
り
か
、
二
月
英
綿
業
代
表
が
帰
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国
し
た
後
、
ア
メ
リ
ヵ
当
局
は
東
京
と
ワ
シ
ン
ト
ン
で
同
時
に
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
榊
）

本
綿
業
の
拡
張
計
函
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
対
日
占

領
政
策
の
転
換
が
日
本
綿
業
に
及
ぽ
し
た
影
響
は
決
定
的
な
意
味

を
持
っ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。

三
　
　
講
和
期
（
五
〇
年
一
月
～
五
二
年
四
月
）

　
H
　
対
日
講
和
の
本
格
的
展
開
と
綿
業

　
一
九
四
九
年
後
半
に
見
ら
れ
た
ソ
連
の
原
爆
開
発
と
中
華
人
民

共
和
国
の
成
立
な
ど
一
連
の
事
件
と
相
ま
っ
て
、
十
二
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
砧
）

に
ア
メ
リ
カ
国
家
安
金
保
陣
会
議
決
定
（
N
S
C
－
4
8
／
2
）
、

翌
年
一
月
一
日
に
マ
ヅ
カ
ー
サ
ー
の
年
頭
の
辞
、
及
ぴ
一
月
十
日

と
十
二
日
ア
チ
ソ
ン
国
務
長
官
の
演
説
な
ど
が
相
次
い
で
発
表
さ

れ
た
。

　
マ
ッ
カ
i
サ
ー
は
、
そ
の
年
頭
の
辞
で
、
「
現
在
あ
ら
ゆ
る
日

本
人
が
ひ
と
し
く
不
安
に
か
ら
れ
て
い
る
二
つ
の
極
め
て
重
要
な

未
解
決
の
間
題
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
中
国
が
共
産
主
義
の
支
配

下
に
は
い
っ
た
た
め
全
世
界
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
闘
争
が
日
本

に
身
近
な
も
の
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
対
日
講
和

会
議
の
開
催
が
手
続
に
関
す
る
各
国
の
意
見
の
対
立
か
ら
遅
れ
て

　
　
　
　
　
＾
6
6
）

い
る
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
、
講
和
問
題
。
を
解
決
す
る
意
向
を
表

明
し
た
。

　
続
い
て
、
ア
チ
ソ
ン
は
一
月
十
日
上
院
外
交
委
員
秘
密
会
で
極

東
防
衛
問
題
な
ら
び
に
日
本
の
復
興
間
題
に
関
し
て
次
の
よ
う
に

言
明
し
た
。
「
米
国
は
日
本
を
ア
ジ
ア
に
お
け
る
共
産
主
義
の
主

要
な
防
壁
と
し
て
再
建
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
（
中
略
）
米
国

は
（
中
略
）
日
本
の
国
際
通
商
関
係
へ
の
参
加
を
支
持
し
、
日
本

が
安
定
し
た
経
済
水
準
を
達
成
す
る
よ
う
援
助
し
な
け
れ
ぱ
な
ら

　
＾
研
〕
な
い
。
」
さ
ら
に
彼
は
十
二
日
全
米
新
聞
ク
ラ
ブ
の
東
亜
問
題
に

関
す
る
講
演
で
、
「
日
本
経
済
再
建
は
原
料
の
輸
入
と
完
成
品
の

輸
出
市
場
を
必
要
と
す
る
の
で
困
難
で
あ
る
が
、
■
講
和
条
約
な
い

し
は
別
の
方
法
で
日
本
に
も
っ
と
自
由
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
開
）

解
決
の
途
を
発
見
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
」
と
指
摘
し
た
。
，

　
こ
こ
か
ら
次
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
が
明
ら
か
に
な
る
。
日
本
の

経
済
的
再
建
の
理
由
は
、
日
本
を
ア
ジ
ア
に
お
け
る
共
産
主
義
の

主
要
な
防
壁
に
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
経
済
再
建
の
た
め
に
対
外

貿
易
の
振
興
、
国
際
通
商
関
係
へ
の
参
加
が
肝
心
な
条
件
と
盾
り

こ
う
し
た
条
件
の
実
現
は
終
局
的
に
講
和
問
題
の
解
決
に
か
か
り

て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
対
日
講
和
の
本
格
的
な
交
渉
を
通

じ
て
、
日
本
を
資
本
主
義
世
界
体
制
へ
復
帰
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ

と
は
、
講
和
期
の
対
日
攻
策
の
基
本
的
ね
ら
い
で
あ
っ
た
。
も
っ
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と
も
、
前
述
し
た
「
冷
戦
論
理
」
と
「
紺
税
者
論
理
」
は
、
こ
の

時
期
に
な
る
と
、
前
者
の
強
化
と
後
者
の
後
退
と
い
う
変
化
が
現

れ
て
き
た
と
も
言
口
え
る
。

　
以
上
の
識
和
の
動
き
と
合
致
し
、
五
〇
年
一
月
一
日
か
ら
民
間

自
由
貿
易
が
全
面
的
に
再
開
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
貿
易
の
画
期
的

変
化
の
綿
業
に
及
ぽ
し
た
影
響
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
原
棉
の
輸

入
に
つ
い
て
、
ま
ず
米
棉
を
除
い
て
民
間
輸
入
が
許
可
さ
れ
、
さ

ら
に
同
年
七
月
に
な
る
と
米
棉
に
つ
い
て
も
民
間
買
付
に
よ
る
輸

入
が
許
可
さ
れ
た
。
そ
こ
で
戦
後
は
じ
め
て
絡
業
資
本
の
責
任
に

よ
る
原
棉
買
付
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
米
棉
輸
入
は
こ
れ

ま
で
米
国
の
対
日
援
助
金
に
よ
っ
て
い
た
た
め
民
間
貿
易
へ
の
移

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
醐
〕

行
が
遅
れ
た
の
で
あ
る
。
綿
製
品
の
輸
出
業
務
も
政
府
か
ら
民
間

へ
移
行
し
て
き
た
。
従
来
綿
業
の
輸
出
入
業
務
を
担
当
す
る
機
構

と
し
て
の
政
府
繊
維
貿
易
公
団
は
、
そ
の
業
務
を
縮
小
し
、
．
五
〇

　
　
　
　
　
　
　
＾
刑
）

年
十
二
月
末
解
散
し
た
。
こ
の
繊
維
貿
易
公
団
に
代
表
さ
れ
た
政

府
機
構
の
統
制
し
か
も
G
H
9
の
管
理
下
に
行
わ
れ
た
従
来
の
綿

業
貿
易
は
、
い
わ
ゆ
る
「
総
司
令
部
の
素
人
商
売
」
で
あ
り
、
綿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
冗
〕

製
晶
輸
出
滞
貨
発
生
の
主
な
原
因
と
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
貿
易

統
制
の
撤
廃
は
綿
業
生
産
と
輸
出
に
一
層
刺
激
を
与
え
た
の
で
あ

る
。

．
そ
の
ほ
か
、
五
〇
年
一
月
か
ら
の
大
阪
棉
花
品
質
裁
定
委
員
会

　
ε
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ε

の
設
立
、
同
年
二
月
九
日
の
政
府
在
外
事
務
所
設
置
の
許
可
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
洲
〕

た
五
一
年
一
月
十
日
の
国
際
棉
花
諮
問
委
員
会
へ
の
加
盟
な
ど
一

連
の
事
件
は
、
講
和
の
動
向
と
あ
わ
せ
、
日
本
綿
業
の
世
界
資
本

主
義
体
制
へ
の
編
入
を
意
味
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
⇔
　
「
糸
へ
ん
景
気
」

　
五
〇
年
六
月
頃
日
本
経
済
全
体
は
不
況
の
ど
ん
底
に
あ
っ
た
が
、

朝
鮮
戦
争
が
勃
発
し
た
後
、
特
需
と
輸
出
と
い
う
二
つ
の
柱
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
朽
〕

っ
て
、
景
気
は
め
ざ
ま
し
く
好
転
し
た
。
物
資
臥
係
の
特
需
契
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
拓
〕

で
は
繊
維
類
は
金
属
及
ぴ
同
製
品
に
次
い
で
二
位
と
な
っ
た
が
、

輸
出
状
況
を
見
る
と
繊
維
類
の
比
重
は
ほ
か
の
商
品
を
大
き
く
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
η
）

き
離
し
、
全
輸
出
商
晶
の
五
割
前
後
を
占
め
て
い
た
。
そ
し
て
、

外
国
為
替
受
取
状
況
を
見
る
と
、
五
〇
年
七
月
か
ら
五
一
年
五
月

ま
で
輸
出
か
ら
受
取
っ
た
ド
ル
額
は
十
億
三
首
万
で
、
特
需
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
湘
）

得
た
一
億
六
千
四
百
万
を
遥
か
に
上
回
っ
て
い
た
。
景
気
を
よ
り

持
続
的
に
支
え
た
の
は
特
需
と
い
う
よ
り
も
、
輸
出
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
従
っ
て
景
気
回
復
に
お
い
て
、
繊
維
類
の
輸
出
が
重

要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
圭
言
え
よ
う
。

　
さ
ら
に
、
製
造
業
の
業
種
別
質
本
金
収
益
率
を
比
較
す
れ
ぱ
、
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「
糸
へ
ん
景
気
」
の
実
態
が
一
層
明
瞭
に
な
る
。
今
、
五
〇
年
上

期
か
ら
五
二
年
上
期
ま
で
の
五
つ
の
半
期
に
隈
っ
て
見
る
と
、
製

造
業
全
体
の
資
本
金
収
益
率
は
（
％
省
略
）
そ
れ
ぞ
れ
二
四
、
五

九
、
一
五
四
、
九
三
、
五
八
で
あ
る
に
対
し
て
、
紡
織
業
の
そ
れ

は
四
六
、
一
五
五
、
三
八
二
、
二
一
一
二
、
七
〇
で
、
と
り
わ
け
五

〇
年
下
期
と
五
一
年
上
期
の
の
び
が
著
し
い
。
そ
し
て
、
紡
織

業
の
内
の
綿
・
ス
フ
紡
織
に
限
っ
て
見
れ
ば
、
そ
れ
は
五
六
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
”
）

六
八
、
四
五
六
、
二
三
〇
、
一
〇
三
で
、
そ
の
膨
張
振
り
が
さ
ら

に
激
し
く
な
る
。
こ
う
し
た
景
気
の
下
で
綿
業
資
本
が
膨
大
な
利

益
を
獲
得
し
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
五
一
年
上
期
の
法
人
所

得
ベ
ス
ト
・
テ
ン
は
す
べ
て
繊
維
メ
ー
力
1
が
占
め
、
そ
の
第
一

位
は
六
一
億
円
を
誇
る
東
洋
紡
綾
で
、
「
綿
業
は
『
糸
へ
ん
ブ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
畠
o
）

ム
』
を
調
歌
し
た
」
と
言
わ
れ
た
。
当
時
の
あ
る
紡
績
会
社
の
重

役
は
次
の
よ
う
に
追
想
し
て
い
る
。
「
そ
う
い
っ
て
は
悪
い
が
日

本
経
済
の
復
興
に
と
っ
て
朝
鮮
戦
争
は
神
凪
み
た
い
も
の
で
、
あ

れ
て
復
興
の
ハ
ズ
ミ
が
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
一
番
早
く
恩
恵
を

受
け
た
の
が
、
綿
紡
繍
等
繊
維
産
業
で
し
た
。
そ
の
頃
は
繊
維
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
別
）

業
と
言
え
ぱ
直
ち
に
紡
繍
業
の
こ
と
を
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
」

こ
こ
か
ら
、
綿
業
に
と
っ
て
の
朝
鮮
戦
争
の
意
味
お
よ
び
綿
業
の

繊
維
産
業
の
代
名
詞
と
し
て
の
位
置
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
こ

か
ら
綿
業
が
主
役
を
演
じ
た
こ
の
時
期
の
輸
出
の
好
況
も
朝
鮮
戦

争
の
効
果
と
し
て
見
て
よ
か
ろ
う
。

　
「
糸
へ
ん
景
気
」
の
持
続
は
次
の
背
景
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
そ

の
前
提
条
件
と
し
て
言
及
す
べ
き
は
、
前
述
し
た
民
間
貿
易
の
全

面
的
再
開
の
ほ
か
、
五
〇
年
六
月
二
七
日
G
H
Q
が
綿
紡
の
四
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
脇
）

万
錘
設
備
制
限
を
撤
廃
す
る
決
定
を
行
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
決
定
は
同
年
五
月
十
三
日
か
ら
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
日
英
米
三

国
綿
業
会
談
の
結
果
で
あ
っ
た
。
同
会
談
で
は
、
日
本
の
代
表
は

G
H
9
代
表
の
裏
側
か
ら
の
支
持
で
、
最
初
か
ら
厳
し
い
姿
勢
を

と
っ
た
英
米
代
表
に
、
日
本
綿
業
設
備
の
増
錘
の
必
要
性
な
ど
を

　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
〕

説
得
し
理
解
を
求
め
、
こ
れ
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
輿
論

で
は
、
「
靭
鮮
戦
争
が
拡
大
す
れ
ば
日
本
は
綿
製
品
の
生
産
基
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
跳
）

と
な
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
同
決
定
は
朝
鮮
戦
争
の

勃
発
と
も
密
切
に
関
連
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
日
本
綿
業
の
紡
錘

設
備
が
急
遠
に
拡
大
し
、
当
時
の
三
八
六
万
一
千
錘
で
あ
っ
た
運

転
可
能
錘
数
は
同
年
末
に
四
三
四
万
一
千
錘
へ
、
五
一
年
末
に
六

三
六
万
七
千
錘
へ
急
増
し
た
。
五
一
年
一
年
間
約
二
百
万
錘
も
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
舶
〕

設
し
、
史
上
最
高
の
数
字
と
な
っ
た
。

　
次
い
で
、
当
時
の
西
欧
諸
国
が
軍
拡
の
た
め
輸
出
余
力
が
な
く

　
　
　
　
＾
髄
〕

な
っ
た
こ
と
、
在
日
米
軍
が
朝
鮮
へ
出
動
し
た
空
白
を
埋
め
る
た
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表4綿製品供給先推移

年
総供給量　（a〕 輸　出　量　（b〕

b
■
a
（
％
）

国内供給量　（o） o
■
a
（
％
）

1934－36毒 1，455，474 838，777 57．6 551，286 37．9

1946（鋳） 111，512 98，559 88 12，953 12

47 265，394． 221，606 84 43，788 16

48 273，091 208，lOO 76 64，991 24

49 343，958 227，739 66 116，219 34

50 517．551 347，875 67 169，676 33

51 7101638 465，729 66 256，559 34

52 791，947 223，864 28．3 555，883 70．2

53 869，093 254，867 29，3 602，2主6 69．3

出所：1〕193卜36年．52年，53年：193卜36年．52年，53年：

通産省繊維局絹「日本綿業の現状と問題点」R21

その他：「綿花統計月報」1－52号

r綿製晶」は綿糸と綿織物を含み、全部綿糸に換算する、

「総侠給量」の内訳：

1934－36年，52年、53年：生産最，輸入澄，在庫増減，特需

1946，51年：生産量のみ．

2
n
2

　
考
　
備

め
創
設
さ
れ
た
警
察
予
備
隊
と
海
上
保
安
隊
が
被
服
需
要

　
　
　
　
　
　
　
＾
艀
）

を
追
加
し
た
こ
と
は
、
「
糸
へ
ん
景
気
」
の
要
因
圭
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

　
し
か
し
原
棉
供
給
が
一
時
的
に
逼
迫
し
た
こ
と
が
あ
る
。

五
〇
年
十
月
十
日
ア
メ
リ
カ
農
務
省
は
、
原
棉
収
獲
減
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
磐

国
内
需
要
増
と
い
う
原
因
で
原
棉
輸
出
制
隈
を
決
定
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
南
部
棉
花
資
本
の
圧
カ
で
、
や
が
て
米
政
府

は
制
隈
を
緩
和
し
、
二
回
に
わ
た
っ
て
輸
出
割
当
を
追
加

し
た
。
三
回
を
合
計
し
た
輸
出
量
は
三
六
五
万
俵
で
あ
っ

た
が
、
日
本
向
け
の
割
当
量
は
八
六
万
俵
で
金
体
の
二
四

％
を
占
め
、
ほ
か
の
諸
米
棉
輸
入
国
の
そ
れ
を
遥
か
に
上

　
　
　
　
＾
醐
）

回
っ
て
い
た
。
従
っ
て
こ
の
時
期
の
日
本
綿
業
は
ほ
と
ん

ど
原
料
問
題
の
制
約
な
し
に
景
気
の
波
に
乗
っ
て
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
0
〕

五
一
年
に
再
び
綿
製
品
輸
出
の
世
界
一
位
を
奪
還
し
た
。

　
講
和
期
の
生
産
状
況
は
図
1
に
あ
る
通
り
で
あ
る
。
五

〇
年
上
期
の
そ
れ
は
、
戦
争
勃
発
の
六
月
ま
で
に
す
で
に
、

好
調
を
見
せ
て
い
た
が
、
そ
こ
か
ら
五
二
年
一
月
ま
で
に

綿
糸
生
産
高
は
大
体
上
昇
の
一
途
を
辿
っ
て
い
て
、
終
戦

以
来
の
最
高
記
録
を
マ
ー
ク
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
す
で
に

五
〇
年
十
二
月
か
ら
製
品
過
剰
の
現
象
が
生
じ
て
、
五
二
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年
一
月
に
な
る
と
、
三
万
四
千
五
百
梱
（
一
梱
“
四
百
ポ
ン
ド
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
1
〕

分
の
綿
糸
が
供
給
過
剰
と
な
っ
た
。
従
っ
て
同
年
三
月
か
ら
通
産

省
の
勧
告
に
基
づ
い
て
、
戦
後
初
め
て
生
産
過
剰
に
よ
る
操
短
が
。

　
　
　
＾
9
2
）

行
わ
れ
た
。
こ
の
生
産
過
剰
の
背
後
に
は
綿
製
品
需
要
構
造
の
変
、

化
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
べ
き
で
あ
る
。
今
、
表
4
を
見
。
る
と
、

五
一
年
ま
で
輸
出
六
割
強
、
内
需
四
割
弱
と
い
う
構
造
は
、
五
二

年
に
一
挙
に
三
割
対
七
割
に
逆
転
し
た
こ
と
が
わ
か
る
、
ま
た
、

一
人
当
り
綿
製
品
消
費
量
は
五
一
年
の
三
・
九
ポ
ン
ド
か
ら
六
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
〕

四
九
ポ
ン
ド
ヘ
増
加
し
、
戦
前
の
七
・
九
六
に
近
づ
い
て
き
た
。

こ
う
し
た
変
化
を
背
景
に
発
生
し
た
生
産
過
剰
操
短
は
綿
業
復
興

達
成
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
見
て
よ
い
。

結
語

　
戦
後
目
本
締
業
の
復
興
は
ア
メ
リ
カ
対
日
占
領
政
策
の
転
換
に

犬
き
く
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
具
現
す
る
も
の
は
米
綿
の
供

給
で
あ
る
。
C
C
C
綿
の
供
給
か
ら
六
千
万
ド
ル
綿
花
借
款
と
一

億
五
千
万
ド
ル
回
転
基
金
に
よ
る
原
綿
供
給
へ
の
切
替
は
、
そ
の

背
後
に
お
け
る
占
領
政
策
の
「
改
革
」
か
ら
「
復
興
」
へ
の
転
換

を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
日
本
綿
業
の
復
興
と
関
連

す
る
側
面
に
隈
っ
て
見
れ
ぱ
、
こ
う
し
た
政
策
転
換
は
、
い
わ
ゆ

る
「
冷
戦
論
理
」
と
一
納
税
者
論
理
L
の
合
流
に
よ
ウ
て
促
進
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
東
西
対
立
の
激
化
を
背
景
と
す
る

講
和
期
の
対
日
政
策
は
、
転
換
期
以
後
の
政
策
の
連
続
と
は
言
え
、

日
本
の
世
界
資
本
主
義
体
制
へ
の
復
帰
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ

り
、
「
冷
戦
論
理
」
が
一
層
強
く
具
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
対
日
占
領
政
策
の
転
換
に
よ
っ
て
、
綿
業
は
日
本
の
経
済
復
興

の
主
導
的
産
業
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
南
部
綿
花
資
本
に
大
き
な
市

場
を
提
供
し
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
世
界
戦
略
に
重
要
な
位
置
を
占

め
て
い
た
。
従
っ
て
英
米
両
国
特
に
英
国
の
綿
業
資
本
は
日
本
綿

業
の
競
争
カ
を
恐
れ
、
そ
れ
を
抑
制
し
よ
う
と
し
た
が
、
こ
の
よ

う
な
情
勢
に
真
っ
向
か
ら
立
ち
向
か
う
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
こ
う
し
た
綿
業
復
興
は
戦
後
日
本
の
　
対
米
従
属
　
の
基

盤
を
つ
く
ウ
た
要
因
の
一
つ
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

（
1
）
守
屋
典
郎
『
戦
後
圓
本
資
本
主
義
』
（
青
木
書
店
、
一
九
七
一

　
年
）
七
〇
貫
。
ま
た
『
紡
繍
生
産
費
分
析
』
（
御
茶
の
水
書
房
、
一

　
九
七
三
年
）
二
九
三
員
。

（
2
）
　
『
工
業
統
計
表
』
（
昭
和
二
〇
年
－
二
七
年
通
産
大
臣
官
房
調
査

　
統
計
部
編
集
）

（
3
）
　
通
産
省
繊
維
周
『
日
本
綿
業
の
現
状
と
問
魑
点
』
二
頁
。

（
4
）
　
同
右
、
三
貢
。
ま
た
日
本
紛
繍
協
会
調
査
都
『
日
本
経
済
に
お

　
け
る
綿
業
の
重
要
性
』
一
四
、
　
一
五
員
。
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（
5
）
　
犬
蔵
省
財
政
史
室
編
『
昭
和
財
政
史
－
終
戦
か
ら
講
和
ま
で
』

　
十
七
巻
『
賢
料
ω
』
二
二
頁
。

（
6
）
　
同
右
、
二
〇
巻
『
英
文
資
料
』
五
八
二
員
。

（
7
）
　
日
本
紡
績
協
会
『
目
本
紡
績
業
の
復
興
』
六
員
。

（
8
）
　
同
右
、
二
～
三
頁
。

（
9
）
　
日
本
棉
花
輸
入
協
会
『
棉
花
月
報
』
第
二
巻
第
一
号
、
（
一
九

　
四
七
年
一
二
一
月
）
三
一
頁
。

（
1
0
）
　
－
o
－
旨
■
－
峯
o
－
o
冨
き
、
O
o
津
昌
弐
勺
轟
鶉
彗
o
ξ
胃
＝
吊
串
■

　
勺
。
、
閉
o
『
ま
。
旨
眈
睾
巨
o
o
｝
勾
鶴
8
g
彗
旦
H
『
凹
巨
ξ
ぎ
旨
o

　
ω
o
o
、
巴
ω
q
智
8
・
＜
彗
ま
ま
阜
ζ
己
き
邑
什
き
o
．
畠
－
岩
．

（
1
1
）
ミ
鴉
巨
轟
一
昌
昂
巨
年
貝
．
、
b
；
－
冨
留
ミ
8
斤
．
．
ω
唱
片
』
し
o
貞

　
や
N
l

（
1
2
）
　
前
掲
『
日
本
紡
絞
業
の
復
興
』
五
五
員
。

（
1
3
）
　
同
右
、
五
六
頁
。

（
1
4
）
　
財
団
法
人
日
本
綿
花
協
会
『
綿
花
百
年
』
（
下
）
四
四
八
～
四

　
四
九
員

（
帖
）
　
前
掲
『
日
本
紡
績
業
の
復
興
』
二
一
～
ニ
ニ
頁

（
1
6
）
　
同
右
、
一
八
～
一
九
頁
。

（
”
）
　
エ
ド
ウ
イ
ン
・
W
・
ポ
ー
レ
ー
（
向
o
ミ
5
ミ
．
勺
臼
巨
o
｝
）
は

　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
「
石
油
資
本
家
で
タ
7
な
ネ
ゴ
シ
ェ
ー
タ
ー
」

　
と
し
て
知
ら
れ
、
モ
ス
ク
ワ
に
あ
る
三
国
賠
償
委
員
会
の
米
国
代
表

　
と
し
て
任
命
さ
れ
た
が
、
犬
統
領
の
特
使
兼
大
使
の
資
格
で
、
対
日

　
賠
償
を
も
あ
わ
せ
て
担
当
し
て
い
た
。
　
一
九
四
六
年
十
一
月
二
八
圓

　
彼
は
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
へ
目
本
の
繊
維
工
業
の
生
産
能
カ
を
圧
縮

し
、
紡
綾
設
備
を
三
百
万
錘
の
程
度
に
抑
え
る
よ
う
進
言
し
た
。

（
前
掲
『
昭
和
財
政
史
』
三
巻
『
ア
メ
リ
カ
の
対
日
占
領
政
策
』

九
五
頁
。
ま
た
『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
四
六
年
十
一
月
二
八
目
。
‘

（
1
8
）
　
前
掲
『
日
本
紡
繍
業
の
復
興
』
六
六
、
一
一
四
頁
。

（
1
9
）
　
谷
口
豊
三
郎
『
苦
楽
つ
づ
れ
織
り
』
八
七
頁
。

（
2
0
）
　
前
掲
『
目
本
紡
績
業
の
復
興
』
一
五
五
貫
。

（
2
1
）
　
同
右
、
六
七
～
七
一
頁
。

（
2
2
）
　
前
掲
『
綿
花
百
年
』
（
下
）
四
五
八
頁
。

（
2
3
）
　
ウ
イ
リ
ア
ム
・
H
・
ド
レ
イ
パ
ー
（
ミ
昌
厨
昌
匡
一
〇
昌
勺
實
）

　
は
、
そ
も
そ
も
世
界
最
大
級
の
投
資
銀
行
の
一
つ
デ
イ
ロ
ン
・
リ
ー

　
ド
社
の
副
社
畏
で
、
一
九
四
〇
年
陸
軍
参
謀
本
部
の
犬
佐
と
変
身
し
、

　
四
七
年
八
月
三
〇
日
に
陸
軍
次
官
に
佳
命
さ
れ
た
。
そ
の
時
か
ら
四

　
九
年
三
月
一
圓
ま
で
の
間
に
、
日
本
占
領
の
あ
ら
ゆ
る
面
を
経
済
復

　
異
政
策
を
中
核
に
し
て
調
整
し
て
い
た
。
（
シ
目
ン
パ
ー
ガ
ー
「
ド

　
レ
イ
パ
ー
将
軍
と
目
本
の
『
逆
コ
ー
ス
』
の
起
源
」
、
レ
イ
・
ム
ー

　
ア
編
『
天
皇
が
バ
イ
ブ
ル
を
読
ん
だ
目
』
所
収
、
二
一
〇
～
二
ニ
ニ

　
頁
）
（
2
4
）
　
同
右
シ
目
ン
パ
ー
ガ
ー
論
文
、
二
四
八
～
二
四
九
員
。

（
％
）
　
同
右
。
ま
た
日
本
綿
花
倶
楽
部
『
綿
花
統
計
月
報
』
第
七
号
、

　
六
七
員
。

（
2
6
）
　
同
右
『
綿
花
統
計
月
報
』
第
十
号
、
．
五
五
頁
。

（
2
7
）
　
同
右
『
綿
花
統
計
月
報
』
第
四
号
、
五
五
員
。

（
2
8
）
　
「
逆
コ
ー
ス
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
説
明
が
あ

　
る
が
、
ジ
ェ
回
ム
・
B
・
コ
ー
エ
ン
氏
の
解
釈
を
引
用
す
る
と
次
の
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よ
う
で
あ
る
。
「
『
改
革
』
は
『
復
興
』
の
下
位
に
お
か
れ
、
戦
前
の

　
指
導
者
は
も
は
や
悪
い
と
は
考
え
ら
れ
な
く
な
，
て
お
り
、
ま
た
、

　
戦
闘
的
な
共
産
主
義
の
高
揚
を
奨
励
し
て
い
た
種
々
の
政
治
的
自
由

　
は
再
検
討
さ
れ
は
じ
め
て
い
た
。
」

（
盲
・
…
甲
O
ま
目
．
．
喜
葦
墨
冒
く
・
』
§
く
。
、
く
．
、
寮

　
向
鶉
冨
冒
望
茗
o
き
×
く
■
＃
員
言
冨
8
H
違
o
。
）
・
o
L
ミ
）

（
2
9
）
　
五
十
嵐
武
士
「
ジ
目
ー
ジ
・
ケ
ナ
ン
と
対
圓
占
領
政
策
の
転

　
換
」
（
前
掲
『
天
裏
が
パ
イ
ブ
ル
を
読
ん
だ
日
』
所
収
）

（
3
0
）
　
前
掲
シ
目
ン
パ
ー
ガ
ー
論
文
。

（
皿
）
　
前
掲
『
ア
メ
リ
カ
の
対
目
占
領
政
策
』
三
五
五
～
三
五
七
頁
。

（
3
2
）
　
前
掲
シ
目
ン
パ
ー
ガ
ー
諭
文
、
二
一
五
員
。

（
3
3
）
　
前
掲
五
十
嵐
武
士
論
文
、
一
六
六
頁
。

（
3
4
）
　
前
掲
『
昭
和
財
政
史
』
十
七
巻
『
資
料
ω
』
六
四
～
六
七
員
。

（
3
5
）
　
同
右
、
七
〇
～
七
三
頁
。

（
3
6
）
　
『
目
本
経
済
新
聞
』
一
九
四
八
年
六
月
五
目

（
3
ア
）
　
前
掲
『
綿
花
統
計
月
報
』
第
四
号
、
五
五
貫
。

（
3
8
）
　
同
右
、
五
五
、
六
八
員
。

（
3
9
）
　
『
綿
花
統
計
月
報
』
第
十
一
号
、
六
二
貫
。

（
仰
）
　
前
掲
シ
目
ン
バ
ー
ガ
ー
論
文
、
二
七
〇
～
二
七
一
頁
。

（
4
1
）
　
前
掲
『
鶴
花
百
年
』
（
下
）
四
六
四
頁
。

（
4
2
）
　
前
掲
『
昭
和
財
政
史
』
十
七
巻
『
資
料
ω
』
八
二
頁
。

（
4
3
）
同
右
。

（
4
4
）
　
加
藤
俊
彦
「
改
革
期
の
日
本
経
済
」
（
『
戦
後
改
革
』
第
七
巻

　
『
経
済
改
革
』
所
収
、
東
犬
出
版
会
）
一
九
貢
。

（
帖
）
　
前
播
『
ア
メ
リ
カ
の
対
日
占
衝
政
策
』
四
二
六
頁
匝

（
4
6
）
　
『
東
洋
経
済
新
報
』
一
九
四
九
年
五
月
特
報
一
～
二
頁
、
五
月

　
七
日
三
一
員
、
五
月
十
四
日
一
四
貫
。

（
4
7
）
　
前
掲
『
綿
花
統
計
月
報
』
第
十
八
号
五
六
頁
、
第
二
〇
号
五
三

　
員
。
（
4
8
）
　
『
目
本
経
済
新
聞
』
一
九
四
八
年
五
月
一
日
。

（
4
9
）
　
『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
四
八
年
六
月
二
日
、
七
月
二
十
六
目
。

（
5
0
）
　
日
本
紡
繍
協
会
『
戦
後
紡
績
史
』
三
九
九
員
。

（
∬
）
　
前
掲
加
藤
俊
彦
論
文
、
一
六
頁
。
有
沢
広
巳
編
『
現
代
目
本
産

　
業
講
座
皿
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
』
一
二
員
。
前
掲
『
昭
和
財
政
史
』
十

　
九
巻
『
続
計
』
八
三
頁
。
『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
四
八
年
五
月
二

　
五
日
、
六
月
三
日
。

（
㏄
）

（
鴉
）

（
弘
）

（
5
5
）

（
脆
）

（
5
7
）

（
5
8
）

（
的
）

（
6
0
）

（
6
1
）

（
6
2
）

（
6
3
）

前
掲
『
綿
花
統
計
月
報
』
第
五
号
、
七
一
頁
。

同
右
、
第
八
号
五
六
貢
、
第
六
号
七
〇
頁
。

同
右
、
第
十
八
号
五
六
員
、
第
二
〇
号
五
三
頁
。

同
右
、
第
二
一
号
、
六
六
員
。

同
右
、
第
二
三
号
五
八
頁
、
第
二
五
号
五
六
貫
。

同
右
、
第
十
八
号
、
八
四
頁
。

同
右
、
第
十
七
号
、
七
八
貫
。

同
右
、
第
五
号
、
四
九
～
六
二
頁
。

前
掲
『
ア
メ
リ
カ
の
対
日
占
領
政
策
』
三
〇
三
頁
。

『
綿
花
統
計
月
報
』
第
七
号
七
三
頁
、
第
八
号
五
六
頁
。

同
右
、
第
二
一
号
七
四
貫
。

同
右
、
第
十
八
号
八
一
員
。
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（
6
4
）
　
同
右
、
第
二
〇
号
七
五
頁
。

（
砧
）
　
前
掲
『
ア
メ
リ
カ
の
対
日
占
領
政
策
』
四
四
六
～
四
四
七
員
回

（
6
6
）
　
前
掲
『
昭
和
財
政
史
』
十
七
巻
『
資
料
ω
』
九
一
～
九
四
頁
。

（
6
7
）
　
『
目
本
経
済
漸
聞
』
一
九
五
〇
年
一
月
十
二
目

（
6
8
）
　
同
右
、
一
九
五
〇
年
一
月
十
四
目
。

（
6
9
）
　
前
掲
『
綿
花
百
年
』
（
下
）
四
七
五
員
。

（
7
0
）
　
同
右
、
四
五
五
、
四
五
六
、
四
七
五
頁
。

（
η
）
　
田
和
安
夫
『
紡
協
四
五
年
』
一
五
二
～
一
五
四
頁
。

（
η
）
　
『
綿
花
百
年
』
（
下
）
四
七
七
員
。

（
乃
）
　
稲
葉
秀
三
『
目
本
経
済
の
現
実
』
（
一
九
五
〇
年
、
時
事
通
信

　
社
）
三
二
頁
。

（
μ
）
　
『
綿
花
百
年
』
（
下
）
四
八
O
頁
。

（
乃
）
　
『
東
洋
経
済
新
報
』
一
九
五
一
年
六
月
二
三
日
四
〇
頁
。

（
κ
）
　
前
掲
『
昭
和
財
政
史
』
十
九
巻
『
統
計
』
一
ニ
ハ
頁
。

（
η
）
『
東
洋
経
済
新
報
』
一
九
五
一
年
六
月
二
三
日
四
〇
頁
。

（
禍
）
同
右
。

（
η
）
　
三
菱
経
済
研
究
所
『
本
邦
事
業
成
績
分
析
』
「
昭
和
二
五
年
上

　
期
－
二
六
年
上
期
」
＝
＝
二
、
ニ
ニ
五
頁
。
「
昭
和
二
六
年
上
期
～

　
二
七
年
上
期
」
四
九
、
六
一
頁
。

（
8
0
）
　
前
掲
『
綿
花
百
年
』
（
下
）
五
〇
一
頁
。

（
8
1
）
　
前
掲
『
苦
楽
つ
づ
れ
織
り
』
八
八
～
八
九
員
。

（
8
2
）
　
『
綿
花
統
計
月
報
』
第
三
四
号
五
八
頁
。

（
舶
）
　
日
本
紡
績
笛
会
調
査
部
内
部
資
料
『
日
米
英
綿
業
会
談
輸
出
分

　
科
会
謹
事
録
』
（
一
九
五
〇
年
五
月
）

（
8
4
）
　
『
綿
花
統
計
月
報
』
第
三
四
号
五
八
頁
。

（
8
5
）
　
『
綿
花
統
計
月
報
』
第
一
～
七
一
号
。
ま
た
前
掲
『
綿
花
百
年
』

　
（
下
）
五
〇
一
頁
。

（
8
6
）
　
『
菓
洋
経
済
新
報
』
一
九
五
〇
年
十
月
七
目
、
二
〇
頁
。

（
欲
）
　
前
掲
『
ア
メ
リ
カ
の
対
回
占
領
政
策
』
四
五
四
頁
。
ま
た
『
東

　
洋
経
済
新
報
』
一
九
五
〇
年
八
月
十
九
目
、
九
頁
。

（
8
8
）
　
『
東
洋
経
済
新
報
』
一
九
五
〇
年
十
月
二
八
圓
、
四
五
頁
。

（
8
9
）
　
『
綿
花
統
計
月
報
』
第
三
八
号
六
七
頁
、
第
三
九
号
六
三
頁
、

　
第
四
一
号
六
五
頁
。
ま
た
国
窒
昌
量
婁
・
ω
9
8
冨
げ
彗
B
＝
勺
O
干

　
巨
o
巴
勺
、
o
2
鶉
－
H
ぎ
↓
；
冒
彗
く
垂
易
、
、
勺
。
3
（
訳
者
－
筆
者
）

（
9
0
）
　
前
掲
『
圓
本
綿
業
の
現
状
と
問
魑
点
』
八
頁
。

（
9
1
）
　
『
東
洋
経
済
新
報
』
　
一
九
五
二
年
三
月
一
日
四
〇
頁
。

（
9
2
）
　
『
東
洋
経
済
新
報
』
一
九
五
二
年
四
月
五
日
四
一
頁
。

（
9
3
）
　
日
本
紡
績
協
会
『
目
本
紡
績
月
報
』
第
七
〇
号
三
頁
。
ま
た
前

　
掲
『
目
本
綿
業
の
現
状
と
問
題
点
』
二
一
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橘
大
学
犬
学
院
博
士
課
程
）
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